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キャリアデザイン部 

2 学期、3 学期は、各学年で探究活動を深めるとともに、学年を越
えた学習や、校外の方から学ぶ機会が増えました。また、1 年間の
学びを発表する中で、大きく成長する姿を見せてくれました。特に
学校外の発表に挑戦し、活躍の場を広げることができました。 

Ohminato High School 

目的 自らの進路を考え、上級学校や職業・社会への関心を深める。 

講師 県内各大学 学生 55名 

日時 ８月２８日（水）５・６校時 

対象 １・2年次生徒 ２１８名 

 

１年次・2年次 

大学生とカタル! 

大湊大学 
目的 大学・短大の講義を通して、知的好奇心を高める。 

場所 大湊高校 各教室 

日時 ９月１１日（水）⑤⑥校時  

大学生とカタル～夢を語る 

大湊大学～新しい世界を知る～ 

１年次発表会 

年次発表会～思いを伝える～ 

2年次 

2 
内容「リサーチクエスチョン」 

課題を掘り下げ、検証方法を考える。 

課題研究   

3年次  

3 
目 的 3年次生徒の進路活動を後輩に語り、1，2年次生徒の進路

意識を高める。 

場 所 大湊高校各教室 

日 時 １２月１８日（水）５，６校時 

リサーチクエスチョン～課題を深める～ 

目 的 地域課題の解決方法を考えて発表し、表現力を養う。 

日 時 １月２２日（水）５、６校時 

場 所 大湊高校第一体育館 

発表者 1年次全員  

参観者 地域企業の方、中学校教員、学校運営協議会委員、 

学校関係者、保護者、2年次生徒 

2年次生徒、 

先輩から学ぶ～後輩につなぐ～ 

 2年生では、1学期のジオ・クエストで

下北地域の課題を掘り下げましたが、2学

期は、さらに興味を持った課題研究に取

り組み、リサーチクエスチョンを行いま

した。各自の課題と研究方法について、5

人以上の教員に説明して、問いを深化さ

せていきました。また、アンケートや、学

校外の方へのインタビューや取材などを

行い、研究を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ「自分の“好き”に自信を持とう」 

大学生の皆さんが、高校生の声に耳を傾け、一人一人の好きなこと、

そしてそれをどう生かして人生を豊かにしていくのかを一緒に考える

時間となりました。 

 

「地域課題からビジネスアイデアを考えよう」

というテーマで 1年間探究してきましたが、そ

のビジネスプランを全員が発表しました。ポス

ターやスライド、動画など、様々な形で自分た

ちの思いを伝えました。 

先輩から学ぶ 
～後輩につなげる想い～ 

 

１年次 

1 

 本校を会場として、大学・短大の 11講座を開講し、1，2年生徒がそ

れぞれ興味ある講義を受けました。「ディズニー映画から見える社会」、

「仮想世界と現実世界に意識を向ける～ＶＲとＡＲ」「地域とアート」

「ＡＩと学力」など、今の社会を読み解く専門的なアプローチに、好奇

心を刺激されました。 

 

 3年次生徒が 1，2年に向けて、今までの進路活動で実践してきたこ

とを語りました。志望理由書や小論文の添削の山、部活動や課外活動

の取り組みなど、努力してきた日々が伝わる発表でした。 

 



  

 

 

 

 

探 

 

日 程 2月 16日（日）青森市 ワ・ラッセ 

メンバー 大湊高校「First Penguin Project Z」チーム 

     「防災・減災を日本の文化に ユニバーサルデザイン防災の構築」  

「あおもり創造学」in青森 

 

日時 2月 5 日（水）ホテル青森 

 県内の全ての高校が集まって、1年間の地域課題探究の成果を発表しました。

本校からは、「図書活♡親衛隊～図書館の利用者を増やす」「下北の郷土料理の新

しい継承の形～べこもちを知育菓子に～」の２チームが代表で発表しました。

他校の取り組みも知ることができ、たくさんのアイディアをもらいました。 

 

SDGｓ QUEST みらい甲子園 

       県大会 最優秀賞 
         

 

 

場 所 台湾 台北・花蓮 

日 程 12月 21日（土）～ 12月 28日（土） 

参加者 1年次生徒 1名・2年次生徒 5名 

 

海外フィールドワークチャレンジ 

in 台湾 

 青森県の「海外フィールドワークチャレンジ」に採択され、台湾で防災とジ

オパークを学ぶ活動を行ってきました。テーマは「防災を日本の文化に！下北

ジオパークを日本の宝に！」。台北日本人学校では青森県の祭やりんごを PRす

るアンバサダー活動や原子力災害を想定した防災学習を実施し、東海高級中学

ではリンゴ飴やリンゴの葛アイスを作って交流会を行い、青森県の魅力を伝え

ました。また、台湾の地震被災地である花蓮で台湾の迅速な被災支援の実際を

学び、さらに、ユネスコに登録された野柳ジオパークでのフィールドワークを

行いました。これまでの防災活動やジオパーク学習を海外にも展開することが

できました。これからますます活躍が楽しみです。 

キャリア教育文部科学大臣表彰 
 

本校のキャリア教育の実績が評価され、文部科学大臣表彰を受賞しました。

ボランティアや校内外の自主的な学びを支援する「外まなび」や「下北 BOUSAI

ネットワーク」の取組が評価されました。これからも地域の皆様とともに生徒

の活躍を応援して行きたいと思いますので、ご協力よろしくお願いします。 

 

青森県高校生防災サミット 

青森公立大学(経営経済学部)③、青森県立保健大学(健康科学部)⑤、札幌学院大

学(心理学部)、藤女子大学(文学部)、青森大学(総合経営学部・ソフトウェア情報学

部・薬学部)③、青森大学むつキャンパス（社会学部・ソフトウェア情報学部）④、柴田

学園大学(生活創生学部)、弘前学院大学(社会福祉学部)、八戸学院大学(健康医

療学部)、八戸学院大学むつ下北キャンパス（健康医療学部）④、八戸工業大学、仙

台大学(体育学部)、東北学院大学(文学部)、東北福祉大学(総合福祉学部・教育学

部)②、東北文化学園大学(医療福祉学部)、桜美林大学(リベラルアーツ学部)、実践

女子大学(生活科学部)、帝京大学(経済学部)、跡見学園女子大学(心理学部)、日

本医療科学大学(保健医療学部)、京都精華大学(メディア表現学部)、青森明の星短

期大学下北キャンパス(子ども福祉未来学科)②、青森中央短期大学(食物栄養学

科・幼児保育学科)②、弘前医療福祉大学短期大学部(救急救命学科)、八戸学院大

学短期大学部(幼児保育学科)、函館市医師会看護・リハビリテーション学院(理学療

法学科)、ＪＲ東京総合病院高等看護学園②、さいたま看護専門学校 他 

 

（令和７年 2 月現在 〇内は人数） 

本校のチームは、防災に関する日頃の活動を紹介しながら、防災・

減災を日本の文化として世界に広めるプランを提案しました。書類・

動画審査を通過して、ファイナルセレモニーに進出し、最優秀賞を受

賞しました。メンバーの代表者は 10 月に行われる大阪・関西万博の

特別イベントに参加します。 

 

国家公務員採用一般職[防衛省]、青森県職員[教育事務][警察事務]②、青森県警

察官Ｂ、むつ市職員[初級一般行政職]②、下北地域広域行政事務組合消防本部②、

横浜町役場、自衛隊一般曹候補生[海上]④㈱エステティック下北自動車学校、㈱北

日本機械 ねむのき事業部、㈱クラフト、㈱宝来工業、㈱ほくとう むつ支店、ケーキ屋タ

ックン、下北交通㈱、(福)青森社会福祉振興団(みちのく荘)、(福)特別養護老人ホー

ム恵光園、日本郵便㈱東北支社、山内土木㈱、㈲エムケイヴィンヤード、㈲桑田産業、

㈲ジャムフレンドクラブ野辺地、㈲眞心堂②、レモンファーマ㈱、野村建設㈱、ENEOS

グローブエナジー㈱、アースサポート仙台、(医)かみきたデンタルクリニック、(医)ちび

き病院、㈱一心亭、㈱ジェイテック②、㈱鳥山土木工業、㈱マエダ、(福)平元会、㈲千

葉建設、東京電力ホールディングス、トヨタカローラ八戸㈱、南部屋旅館、日本原燃

㈱、日本テクサ㈱青森事業所、六ヶ所げんねん企画㈱②、(福)福祉の里、㈱カクヤス、

㈱東ハト、㈱ファインズ東京、沢井製薬㈱関東工場、松月産業㈱ 他 

 

「あおもり創造学」成果発表会  
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進学内訳

起業家教育実施報告会 
 日時 ２月１日（土） 東京 

 今年１年間の起業家教育で学んだ成果を、全国の高校生の前で発表しまし

た。代表チームのテーマは「廃棄りんごの活用」で、地域の課題をビジネス

で救うプランを提案しました。堂々とした発表が好評でした。 

 

「起業家教育実施報告会」in東京 

～自主的な学びの場にチャレンジ～ 


